
　

第
２
回
の
今
回
は
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
と

シ
ス
テ
ム
思
考
に
お
け
る
中
心
的
な
手
法

で
あ
る
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
と
因
果

関
係
ル
ー
プ
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。
こ

れ
ら
の
手
法
を
組
み
合
わ
せ
て
使
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
で
重
視
さ
れ

る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
と
、
シ
ス
テ

ム
思
考
で
重
視
さ
れ
る
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
問
題
解
決
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」 

「
シ
ス
テ
ム
思
考
」と
は

　

ま
ず
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
と
は
何
で
あ
ろ

う
か
。

　

北
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｏ
の
テ

ィ
ム
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
デ
ザ
イ
ン
思
考
は
、
技

術
的
に
実
現
可
能
な
も
の
や
、
ビ
ジ
ネ
ス

戦
略
が
顧
客
価
値
や
市
場
機
会
へ
と
転
換

可
能
な
も
の
を
、
人
々
の
要
求
と
一
致
さ

せ
る
た
め
に
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
感
覚
と
手

法
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
る
」。
す
な
わ

ち
、
従
来
型
の
論
理
的
、
客
観
的
か
つ
仮

説
検
証
型
の
問
題
解
決
と
は
異
な
り
、
文

化
人
類
学
や
社
会
学
で
用
い
ら
れ
て
き
た

参
与
観
察
や
、
集
合
知
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
、
た

ん
に
評
価
や
検
証
の
た
め
で
は
な
く
、
さ

ら
な
る
ア
イ
デ
ィ
ア
創
出
や
顧
客
と
の
共

感
を
目
指
す
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
（
試
作

開
発
）
等
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
継

続
的
で
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
参
加
型
ア
イ

デ
ィ
ア
創
出
を
目
指
し
、
多
く
の
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。
日
本
で
も
脚
光
を
浴
び
て

い
る
が
、
ま
だ
根
づ
い
て
い
る
と
ま
で
は

い
え
な
い
。
理
由
の
一
つ
は
、
欧
米
発
の

や
り
方
が
日
本
に
は
な
じ
み
に
く
い
面
が

あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
シ
ス
テ
ム
思
考
と
は
何
か
。
広

い
意
味
で
は
、
も
の
ご
と
を
要
素
の
関
係

性
と
し
て
（
つ
ま
り
、
シ
ス
テ
ム
と
し

て
）
と
ら
え
、
部
分
最
適
で
は
な
く
全
体

最
適
を
目
指
す
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
（
シ
ス

テ
ム
と
し
て
の
、
俯
瞰
的
な
）
か
つ
シ

ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
（
確
実
に
要
素
に
分

解
す
る
）
な
や
り
方
を
表
わ
す
。
狭
義

に
は
、
シ
ス
テ
ム
思
考
の
第
一
人
者
の
一

人
と
い
わ
れ
る
ピ
ー
タ
ー
・
セ
ン
ゲ
氏
が

著
書
『
最
強
組
織
の
法
則
』（
原
題T

he 
F

ifth D
iscipline

：
１
９
９
５
年
）
な
ど

で
提
唱
し
た
因
果
関
係
ル
ー
プ
を
使
っ
た

思
考
法
を
シ
ス
テ
ム
思
考
と
呼
ぶ
場
合
も

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
基
本
的
に
は
シ
ス
テ

ム
思
考
と
い
う
言
葉
を
前
者
の
意
味
で
用

い
る
が
、
こ
こ
で
は
後
者
で
用
い
る
因
果

関
係
ル
ー
プ
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す

る
。

ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
で 

重
要
な
こ
と

　

ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
は
、
創
造
工

学
で
の
分
類
に
よ
る
と
、
型
に
は
ま
ら
ず

に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
い
く
「
発
散
技

法
」
の
一
種
で
あ
る
。
多
様
な
メ
ン
バ
ー

か
ら
成
る
チ
ー
ム
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

斬
新
で
多
彩
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
創
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
因
果
関
係
ル
ー
プ
は
、
物
事
の

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

教
授　

前
野

　隆
司

第
２
回

ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
と

因
果
関
係
ル
ー
プ

84年東京工業大学卒、86年同大修
士課程修了、キヤノンへ。カリフォ
ルニア大学バークレー校客員研究
員、ハーバード大学客員教授等を経
て、08年から現職。博士（工学）。
おもな著書に『脳はなぜ「心」を作
ったのか』（04年）など。
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関
係
性
を
複
数
の
ル
ー
プ
と
し
て
と
ら
え

る
手
法
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、両
者
を
併
用
す
る
と
、任
意
の

問
題
に
対
し
、
問
題
の
構
成
要
素
と
そ
の

関
連
性
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ

に
よ
っ
て
問
題
の
構
成
要
素
を
完
全
に
も

れ
な
く
抽
出
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
因
果

関
係
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
構
成
要
素
間
の
関

係
を
完
全
に
も
れ
な
く
描
き
出
す
こ
と
も

で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
両
者
は
最
適
解
を

導
出
す
る
た
め
の
手
法
で
は
な
く
、
問
題

解
決
チ
ー
ム
が
チ
ー
ム
な
り
の
優
れ
た
解

決
案
を
出
す
た
め
の
手
法
と
と
ら
え
る
べ

き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
両
者
を
常
に
一

緒
に
使
う
必
要
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て

使
い
分
け
れ
ば
よ
い
。

　

日
本
で
は
、
た
ん
に
皆
が
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
合
う
こ
と
を
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ

ン
グ
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
が
、
本
来
の
や

り
方
は
異
な
る
。
重
要
な
点
は
、
以
下
の

五
つ
で
あ
る
。

①
メ
ン
バ
ー
は
５
〜
８
名
程
度
：
多
す
ぎ

る
と
発
言
者
が
偏
り
、
少
な
す
ぎ
る
と
多

様
性
が
不
足
す
る
た
め
。

②
質
よ
り
量
：
各
人
が
優
れ
た
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
そ
う
と
す
る
こ
と
よ
り
も
、
他
人

の
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
の
連
想
に
よ
っ
て
チ

ー
ム
と
し
て
考
え
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
く

こ
と
を
重
視
。

③
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
こ
と
に
専
念
：
ア

イ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
議
論
・
評
論
は
行

わ
な
い
。

④
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
：
他
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に

対
す
る
批
判
は
行
わ
ず
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

雰
囲
気
を
維
持
。

⑤
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
：
以
上
の
点
を
管
理

す
る
優
れ
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
が
い
る
場

合
に
、
よ
い
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
が

行
え
る
。

　

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
優
秀
な

メ
ン
バ
ー
が
意
見
を
戦
わ
せ
る
の
で
は
な

く
、
各
人
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
く
他

人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
連
想
を
ふ
く
ら

ま
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ

ア
が
出
や
す
く
な
る
。「
そ
れ
は
す
で
に

や
ら
れ
て
い
る
」「
そ
ん
な
考
え
は
陳
腐

で
あ
る
」「
こ
う
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で

は
な
い
か
」「
ま
と
め
に
入
ろ
う
」
な
ど

の
論
理
思
考
や
批
判
は
禁
物
で
あ
る
。

　

筆
者
の
経
験
で
は
、
若
い
人
ほ
ど
柔
軟

に
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
行
え
る
傾

向
が
あ
る
。
一
方
、
な
ん
ら
か
の
分
野
で

の
専
門
性
が
高
い
人
ほ
ど
、
前
記
①
〜
⑤

に
従
っ
て
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
行

う
の
が
苦
手
な
場
合
が
多
い
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。

　

付
箋
紙
を
用
い
て
、
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー

ミ
ン
グ
で
多
く
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
た

後
は
、
親
和
図
法
（
ア
イ
デ
ィ
ア
を
グ
ル

ー
プ
に
ま
と
め
る
方
法
）
に
よ
る
グ
ル
ー

ピ
ン
グ
を
行
う
等
、
創
造
工
学
に
お
け
る

「
収
束
技
法
」
を
用
い
る
こ
と
が
推
奨
さ

れ
る
。

　

ま
た
、
筆
者
ら
の
研
究
科
で
は
、
抽
出

さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
間
の
因
果
関
係
を
矢
印

で
結
び
、
因
果
関
係
ル
ー
プ
を
見
出
す
こ

と
を
し
ば
し
ば
行
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ

デ
ィ
ア
に
は
関
連
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら

の
間
に
興
味
深
い
因
果
関
係
を
み
つ
け
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム

思
考
で
は
、
一
般
に
、
問
題
解
決
の
た
め

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構
造
が
明
ら
か
に
な

っ
た
あ
と
に
レ
バ
レ
ッ
ジ
ポ
イ
ン
ト
を
探

す
。
因
果
関
係
ル
ー
プ
に
お
け
る
好
循
環

（
ま
た
は
悪
循
環
）
を
維
持
す
る
た
め
に

重
要
な
要
素
を
見
つ
け
出
す
の
で
あ
る
。

そ
の
あ
と
に
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
シ
ナ
リ
オ

と
し
て
構
造
化
す
る
等
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を

新
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
と
シ

ス
テ
ム
思
考
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
シ
ス
テ
マ
テ

ィ
ッ
ク
で
実
現
可
能
な
形
に
構
造
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
詳
細
は
保
井
俊
之
特
別
招
聘
教

授
の
著
書
『
「
日
本
」
の
売
り
方
』（
12 

年
）
や
拙
著『
思
考
脳
力
の
作
り
方
』（
10

年
）
に
述
べ
た
の
で
、
ご
参
照
い
た
だ
き

た
い
。
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